
難しい。だから嬉しい
昼間は熊本YMCA学院の建築科�年生として専門知識を学び、夕方からは

YMCAみなみセンターで水泳教室のリーダー活動。「僕ほどYMCAに関わって
いる学生は、なかなかいないかも」と話す髙木琉平さんとYMCAとの出合いは
今から��年前、�歳の時でした。「みなみセンターで中学�年生まで水泳を続け
ました。子どもが好きなので、最後の方はリーダーを手伝うようになっていま
したね」。高校生になって一度はYMCAを離れるものの、卒業後の進路に選ん
だのはYMCAの専門学校。「高校でも工業系の学科で建築のことを学んでい
ました。もう少し勉強してみたいなと思って。YMCAなら勉強以外にもリーダー
活動やボランティアなど様々な経験ができるので選びました」。

建築科の授業について「専門的な内容が多くて大変」という髙木さんです
が、だからこそ喜びも多いようです。「工作が好きで、いつも図面を書いていま
した。でも以前はただのスケッチだったんです。それを、ちゃんとした設計図と
して書けるのが嬉しい。やっぱり自分はこういうことが好きなんだと実感して
います」。�月には�学年上の先輩たちの卒業発表会が開催されました。「知識
がないと作品は作れません。皆さんすごいなと思いました。僕ももうすぐ卒業
制作に向けてのゼミがスタートします。楽しみですね」。

気持ちが通じ合える瞬間
　水泳のリーダーを始めたのはYMCA学院入学後の�月。子どもの頃には分
からなかったリーダーの苦労があったといいます。「クラスごとにプールの高さ
を変える台を置いたり、備品の片付け方にもルールがあったり、環境を整える
ことの重要性を感じました」。最初は子どもたちの顔と名前が一致しなくて間
違えることや、同時に話しかけられて上手く対応できなかったことも。「リー
ダーから見ると、子どもたちは複数の中の一人だけれど、子どもたちにとって

リーダーは僕一人。初めは大変でしたが、クラスの一人ひとりと向き合うこと
を大切にしています」。

リーダー活動の楽しみを聞くと「教えたことをすぐ吸収してくれたり、難しく
ても頑張って少しずつ上達している姿を見ること」と髙木さん。水泳以外に、
キャンプやアフタースクールのリーダーとしても活躍する髙木さんですが、時
には子どもがなかなか話を聞いてくれない時もあると言います。「でも、それ
には子どもたちなりの理由があるんです。その理由を見つけて、一緒に楽しい
ことを探してみる。そうやって、気持ちが通じ合えると嬉しいですね。相手のこ
とを理解できたのかなと思える瞬間です」。

見方を変えたらプラスになる
水泳教室の記録表では、子どもたちの様子を丁寧に保護者に伝えることを

意識しているそう。「『今回はここまでできたから次はここを頑張りましょう』だ
けではなくて、どういう風に頑張っているのか、その子のよいところを書いてあ
げたい」。その姿勢はリーダー活動以外でも「人のいいところを見る」というこ
とにつながっているようです。「同級生に『他の人に比べて自分は劣っている』
と自己評価が低い友だちがいるんです。でもそれは『自分よりできる人のこと
を見て頑張っている』ということですよね。自分の弱点を分かっていること自
体、僕から見たらすごいこと。だから友だちには、それは長所でもあるんだよ
と伝えています。マイナスに感じられることも、見方を変えたらプラスに考える
ことができる。これはYMCAで得られた価値観だと思います」。
　「YMCAでの様々な経験や人との関わりを通して、自分がどういう人間か、
少しずつ理解できている気がします」。専門学校とリーダー活動、二つのフィー
ルドで成長を続ける髙木さん。残りの学生生活でも自分のことを見つめなが
ら、多くのことを吸収して社会へと羽ばたいていくことでしょう。

����年�月�日発行
（毎月�日発行）
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YMCA赤水保育園園児のオープニングセレモニー 阿蘇市市長の佐藤義興さんによる祝辞 バースデーキャンプでピザを手作り

祝



YMCAの全人的成長プログラム
熊本YMCAでは約�,���名の方が、毎月様々

なプログラムに参加されています。加えて、夏、
冬、春の講習会にも多くの参加があります。熊
本YMCAには�つの法人がありますので、参加
するスタイルは多様で、どの入り口からYMCA
の門をたたくかによって、YMCAとの関わり方が
違ってきます。この違いは、ひとり一人を大切に
するYMCAの特長となっています。

一方で、入り口が多いので、「YMCAとは?」と
いう問いに対して、説明がしにくいというご指
摘を受ける時があります。YMCAのことを簡潔
に説明するのは難しいのですが、縦軸と横軸を
用いて考えると分かりやすいようです。縦軸に
はプログラムの活動目的として、日常の生活に
関係する領域、学びと習得、身体の形成、総合
的な実践、課題の解決と献身に分類していま
す。横軸には、幼児、小学生、中高生、学生、そし
て社会人というライフステージを書き入れてみ
ます。例えば、日常の生活では、チャイルドケア、
アフタースクール、発達支援プログラム、自立
就業、高齢者支援が入ります。全国��のYMCA
を俯瞰してみると、驚くほど多岐にわたるプロ
グラムが展開されています。学びと学習では、イ
ンターナショナルスクール、フリースクール、専

門学校、日本語学習、成人英語などがありま
す。身体の形成と総合的な実践では、ウエルネ
ス、キャンプ等があり、そして課題の解決と献身
では、地域コミュニティでの活動、リーダー活
動、ボランティア活動、地域奉仕活動などあり
ます。YMCAは世界を見つめ、地域に根差す会
員運動を大切にしており、維持会員、プログラ
ム会員として所属していただいています。ワイ
ズメンズクラブの皆様はYMCAを支えるもう一
つの生き方を実践されています。

このようにYMCAはどの世代の方でもどの入
り口から参加された方でも集える場所であり、
いつもFOR ALL（全ての人たちのために）を考
えて活動が進められてきました。これからも、そ
の精神を大切にしながら世界平和をつくり出
す人々の居場所となるように歩んでいきます。
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総主事　光永 尚生
おもいやりとやさしさ Vol.17

COM･PASSIONⅡ

行こう　見よう　深めよう

■日 日時     ■場 会場     ■内 内容     ■費 参加費     ■定 定員     ■条 参加条件     ■持 持ち物     ■対 対象      ■催 主催     ■締 締切     ■申 申込     ■問 問合せ    ■他 その他

ボランティア
×

学び
専門学校

×
体験

大学生・専門学校生が活躍
YMCAユースリーダー募集

����年度熊本YMCA定時会員大会

NPO法人でんでん虫の会 おしゃべり会

YMCAには子どもと関わるボランティア活動の機会がたくさんあります。新
しい経験や出会いを通して自分自身の成長を目指してみませんか？

����年度熊本YMCA定時会員大会を開催します。参加のご案内は維
持会員の皆様に別途お知らせいたします。

熊本YMCA学院
オープンキャンパス

専門教育、人間教育、キャリア教育を教育方針として学生たちを育成する
専門学校熊本YMCA学院の各学科の魅力にふれることができるオープンキャ
ンパスにぜひご参加ください。

■日 �月��日（金）��:��～　■場 本会場 熊本YMCA本館、サテライト会場  
YMCA阿蘇キャンプ　■内 第�部 礼拝、第�部 基調講演会、第�部 表彰
式、第�部 報告会　■問 YMCA本部事務局 Tel ���-���-����

熊本YMCA創立��周年記念事業
熊本YMCAは今年��月��日に創立��周年を迎えます。これを記念し

た特別プログラムを企画しております。詳細は随時お知らせいたしま
す。

■内 記念講演会、熊本YMCA学院同窓会、キャンプ、ウエルネスツアー、ミ
ステリートレインなど（予定）　■問 YMCA本部事務局 Tel ���-���-����

でんでん虫の会ではひとり暮らしの方同士が、お互いを支えあうことを
目指し、交流活動を進めています。相談と生活の支援を行うでんでん虫の
会が主催するおしゃべり会がYMCAの各拠点で開催されています。

■日 YMCA本館 第�土曜日／みなみセンター 第�水曜日／
ながみねファミリーセンター 第�、�月曜日 他　※変更の
場合あり。でんでん虫の会へ直接お問い合わせください。

NPO法人でんでん虫の会Webサイト▼

ぷらっとほーむ
リーダー登録は

こちら▼

キャンプ・スポーツ
リーダー登録は

こちら▼

■日 �月��日（土）、��日（土）、�月��日（土）、��日（土）他
 学科 建築科、ホテル観光科、医療秘書科、健康スポーツ科、こども保育科
※こども保育科は指定保育士養成施設の認定を受け、����年度入学生から
�年課程になりました。
■申 Webサイトからお申込み
ください　■問 熊本YMCA学
院 Tel  ���-���-����

■内 野外活動・キャンプ、こどもスポーツプログラム、ぷらっとほーむ（不登校児
童・生徒たちの居場所づくり）
■申 まずは、申込フォームから登
録してください。担当者から詳細
をお伝えします。
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日本一の標高と容姿を誇る富士山。その自然の
奥深さは山頂だけではなく、裾野には多様な生き
物が住む美しい自然があり、地下には���を超える
溶岩洞窟が存在すると言われています。昨年に引き
続き、YMC Aトラベルの企画旅行として�月��日

（金）から�月�日（月）の日程で「富士山の自然と神
秘の溶岩洞窟を訪ねる�日間の旅」を開催し、��名
が参加しました。

初日から快晴が続き、素晴らしい富士山の容姿
を望むYMCA東山荘でのオリエンテーション後、秩
父宮の桜まつりへ。�日目は雪解け水や降雨によっ

て流れた水により削り取られた溶岩流の上を標高
����ｍ～����ｍまで遡上し、途中��もの枯滝を登
り、または迂回して富士山の大自然を堪能しまし
た。�日目は一般の観光洞窟ではない、知られざる
秘密の洞窟へ。�時間にも及ぶ洞窟内部探索では、
様々な形の溶岩鍾乳、氷柱、コウモリや天窓からの
美しい光、真の闇。参加者たちはその静けさと自然
の神秘的な美しさを体で感じている様子でした。

ユース・コーポレーション（YMCAトラベル）
堤雄一郎

富士山の自然を訪ねる　�日間の旅企画旅行

企業と企業人の社会貢献を推進するYMCAフィ
ランソロピー協会が、�月�日（火）、�月�日（木）の両
日、第��回となる新入社員ボランティア入門講座を
開催しました。本講座は、企業人のボランティア精
神を育む最初の機会として、障がい者の自立を支援
するNPO法人「ヒューマンネットワーク熊本」から
障がいのある講師を迎えて行う企業合同研修会。�
日間で�企業・団体の��名が参加しました。

今回は車いすの乗車体験と高齢者疑似体験を実
施。車いすで街の中を走行した参加者たちは、わず
かな傾斜や段差による不便さ、横断歩道を渡る大

変さを感じていました。高齢者疑似体験では膝や
肘、腰が伸ばしにくくなる専用のスーツを着用。階段
の昇り降りなどの動作が難しくなるのはもちろん、
付属のゴーグルにより視野も狭くなるため、「いちご
オレはどこ？」「トマトジュースが見当たらない」など
自動販売機で飲み物を選ぶのも一苦労の様子でし
た。自分と異なる立場を体験した参加者たち。「身体
が不自由であることで、身体的だけでなく、精神的
な負担もあると感じた」、「だれでも暮らしやすい社
会にしていきたい」などの感想が寄せられました。

総主事室　大塚永幸

YMCAフィランソロピー協会が主催　ボランティア入門講座社会貢献

大地を潤す恵みの雨の中で開催した記念式典に��名の参加がありました。YMCA赤水保育園園児
によるオープニングセレモニー「赤水太鼓」は、参加者の胸を打つ素晴らしい演奏でした。第�部開会
礼拝に続いて行われた記念式典では、阿蘇市市長の佐藤義興氏をはじめとする�名に感謝状が授与
されました。続いて���周年に向けたグランドデザインや、��周年を記念して取り組んでいる施設改
修、記念募金活動、記念誌作成について報告。第�部の懇親会は和やかな雰囲気の中、スタートし、懐
かしい写真が展示されているコーナーでは、昔話に花が咲いていました。

これからの未来に向けて、だれ一人取り残さない社会の実現のために、「みつかる。つながる。よく
なっていく。」場所として、これからも歩み続けていきたいと思います。

YMCA阿蘇キャンプ��周年特別委員会　本田奈緒子

�月��日（火・祝）、YMCA阿蘇キャンプの開設��周年を記念して式典とバースデーキャンプを開催しました。

開設���周年へむけて　YMCA阿蘇キャンプ��周年記念祝

YMCA阿蘇キャンプ��周年記念式典

記念式典に合わせて開催したバースデーキャンプに、��名の子どもたちとリーダー�名が参加。雨
が降る中、子どもたちはキャンプを全力で楽しみました。午前中はピザづくりに挑戦。自分たちの昼食
分だけでなく、式典に参加している人たちのためにも焼き上げました。昼食を終えると、キャンプ場に
寄贈するためにキャンプソング「がんがん」の歌詞を大きな布にみんなで書きました。

このキャンプは、参加するユースボランティアリーダーたちでミーティングを積み重ねプログラムを
決めました。子どもたちに阿蘇キャンプと共に「がんがん」生きてほしいという願いを込めました。歌詞
を書き終えて歌った「がんがん」の力強い歌声からは、その一節に「大丈夫、頑張れる、がんがん生きて
やる！」とあるように、どのような環境にも負けず、生きようという子どもたちの自信を感じました。阿
蘇の大自然と、出会えた仲間たちへの感謝の気持ちがあふれたキャンプとなりました。

ユースボランティアリーダー　下田大雅

YMCA阿蘇キャンプ バースデーキャンプ
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マタイによる福音書 �章�節
求めなさい。そうすれば、与えられる。探しなさい。そうすれば、
見つかる。門をたたきなさい。そうすれば、開かれる。

熊本YMCAの使命

▲
Facebook

共に生きる社会　生涯学習の推進　ボランティア活動
地球環境の保全　ウエルネス活動　平和な世界
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SDGsパートナーシップ
団体として

�月��日（金）、熊本YMCAがSDGsパートナーシップ企業・組織の証を受領

スプリングキャンプ
新年度に向けてチャレンジ

今年の春休みは、科学実験キャンプ、アウトドアクッキングキャンプ、
�日間えいごデイキャンプ、北海道ダイナミックスキーキャンプの�つの
キャンプを実施。子どもたちが大自然の中で、たくさんのチャレンジを
しました。

ナタを使って薪作り

火おこしに
チャレンジ！

博士ちゃん！？
科学実験で浮いた！

北海道ニセコで
スキーをがんばるぞ！野外調理

パーティーに
挑戦だ

わたしたちは
えいごでキャンプ！

上手でしょ

熊本YMCA職員を対象としたSDGsワークショップが
����年��月、����年�月、�月の�回にわたって開催さ
れました。肥後銀行法人コンサルティング部の協力に
よるもので、様々な団体、企業のSDGsへの取り組み
や、YMCAのプログラムや活動が地域や社会に対してど
のような貢献をしているのかについて改めて考え、学
びました。今後も��の項目を実践した活動を行います。

熊本YMCAはさらに多くの団体や企業とのパート
ナーシップでSDGsを推進し、「ポジティブネット」のある
豊かな社会の創造を目指します。


